
令和３年度 湘南養護学校 不祥事ゼロプログラムの検証等 

○ 課題・目標別実施結果 

課  題 目  標 実施結果と目標の達成状況 

法令遵守意識の向上 

（恒例の遵守、服務規律

の徹底） 

教職員として法令遵守

意識を確固とし、公務外

非行の防止に努める 

「神奈川県公立学校教職員の倫理に関する指針」の

5項目をもとに、教職員の職務と責任を年間を通し

て呼びかけ、点検し、公務外非行の防止ができた。 

職場のハラスメント 様々なハラスメントの理

解と防止に努める 

職場で起こる様々なハラスメントの理解とその予

防に向け、多様な価値観の尊重、同僚性の向上に

ついて、各教職員が日頃から気を付けている点を 

アンケートにより集約し、提示。理解と防止につな

がった。 

児童生徒等に対するわ

いせつ・セクハラ行為の 

防止 

わいせつ、セクハラ行為

をゼロとする 

性暴力に関する研修、少人数のグループ討議、映像

視聴に基づく、グループ討議等を年間に数回実施。 

予防への対策とともに自分事としてとらえること

の大切さを共有した。ゼロ目標は達成された。 

体罰、不適切な指導の

防止 

児童生徒の人権を尊重

した指導を行う 

「さん」づけ呼称を学校目標に掲げ、児童生徒の人

権を尊重した関わりや指導を実践した。特性に適し

た指導が不十分なことも確認され、今後も継続し

た人権尊重意識の向上が必要である。 

入学者選抜、進路関係

書類の作成および取り

扱いに係る事故防止 

入学者選抜、進路関係

資料、個別教育計画等

の作成、管理を適切に

行う 

各種文書の適切な取り扱い、管理方法の注意喚

起、複数でのチェック機能の実施で事故防止がで

きた。 

個人情報等の管理、情

報セキュリティ対策 

個人情報を適切に管理

し、情報の紛失、流出を 

防止する 

年間を通じて、個人情報の適切な管理に関する点

検および注意喚起を実施した。また、SNS、メール

に関わる確認等により情報の紛失、流出を防止で

きた。 

交通事故防止、酒酔い・

酒気帯び運転防止、交

通法規の遵守 

交通法規の遵守と交通

事故を防止する 

交通法規の遵守、交通事故防止に関する点検シー

トにより、事故防止への意識向上、万一、事故を起

こした場合の対応等の周知をし、防止につなげた。 

業務執行体制の確保等

（情報共有、相互チェッ

ク体制、業務協力体制） 

チームで日常的に情報

共有し、事故の未然防止

につながる環境をつく

る 

報・連・相による情報共有の大切さを周知するとと

もに、事故の未然防止のための様々なマネジメン

ト、チェック体制、業務協力体制を推進した。連絡、

報告の不徹底、チェック不十分等が若干発生してお

り、今後も継続的な防止策を推進する。 

会計事務、財務事務等

の適正執行 

私費会計基準等に則し

た計画的で適正な執行

に努める 

私費会計マニュアルをもとに、研修、チェック体制

により概ね訂正な執行ができた。細かな作成書類

の不備等もあり、計画的で適正な執行のための理

解をさらに深めていく。 

 

○令和３年度不祥事ゼロプログラム全体の達成状況と令和４年度に取り組むべき課題 

（学校長意見） 

   コロナ禍、感染予防対策をしながら、実施可能な教育活動を工夫し実施を続ける中、 

   ９項目の課題と目標を設定し、年間を通してプログラムを実施した。不祥事ゼロの取組には、 

   教職員間の情報共有、同僚性の熟成、人権尊重意識を向上させるための工夫が課題となる。 

様式２ 


